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1１月23日、市役所展示室で広報うえのはら表紙
写真展「今日も広報日和」が行われました。

会場には、子どもや成人式をテーマにした表紙写真
や昭和50年代の白黒の広報紙などが展示され、約
100人の来場者が訪れました。

幸せな一年になりますように

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

あけまして、おめでとうございます。今年も、多くのみなさんに親し
んでもらえるような広報誌づくりに努めたいと考えていますので、よろし
くお願いします。さて、昨年は様々なことが起こりましたが、今年はいい
年になるように、また、新年を祝うべく、昔から縁起がよいといわれてき
た白い蛇を表紙に使いました。この白い蛇の縁起を担いで、この一年がみ
なさんにとって幸せな一年となるように願っています。

さすがに本物の白い蛇の写真は表紙に使えないですね。（広報担当者Ｏ）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●26,056人 （−21）
男  ●12,984人 （−  6）
女  ●13,072人 （−15）

世帯●10,022世帯 （±  0）
平成24年12月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯　
※人口および世帯数は、外国人登録者が含まれ

ます。

●広報うえのはら表紙写真展
12月14日、棡原保育所で、お楽しみ会が行われま

した。当日は、サンタクロースやトナカイが登場して、
マジックを披露し、園児たちを楽しませました。

また、サンタクロースから1年間よい子にしていた
ご褒美として、園児5名にプレゼントが渡されました。

●棡原保育所お楽しみ会

12月8日、桂川河川敷周辺で、清掃ボランティア
活動が行われました。これは、UKK（上野原をきれい
にしよう会）が上野原をもっときれいな街にしたいと
いう思いで、定期的に活動しているもので、この日も
約10名のメンバーが草刈りやゴミ拾いを行いました。

●桂川河川敷で清掃ボランティア活動
11月22日、旧上野原市立病院で、実践さながらの

消火救出訓練が行われました。この消火救出訓練は、
建物などで火災が発生したことを想定した訓練で、当
日は煙が立ちこめる2階の部屋にはしごを使って消防
隊員が侵入し、要救助者を救出する訓練を行いました。

●旧市立病院で消火救出訓練
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《主な内容》

今
年
今
年
も
、
も
、

みみ
な
さ
ん
に
と
っ
て

な
さ
ん
に
と
っ
て

幸幸
せ
な
せ
な
一
年
一
年
にに

な
り
ま
す
よ
う
に

な
り
ま
す
よ
う
に 今年は巳年！！

謹
賀

新
年
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新
年
特
別
企
画

三
役
新
春
鼎
談

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
25
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
み
な
さ
ま
の
市
政
運
営
に
対
す

る
ご
支
援
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
、
新
年
特
別
企
画
と
し
て
『
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
上
野
原
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
上
野
原
市
の
三
役
で
あ
る
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
に
よ

る
三
役
新
春
鼎
談（
て
い
だ
ん
）を
企
画
し
ま
し
た
。

上
野
原
市
の
三
役
が
上
野
原
の
将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
話
を
聞
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
鼎
談
（
て
い
だ
ん
）
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ん
な
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
上
野
原
が
実
現

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
政
権
交

代
に
よ
る
影
響
等
を
考
え
る
と
、
限
り
あ

る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
最
大
限
の
効

果
を
上
げ
る
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
よ
り
一
層
の
施
策
の
選
択

と
集
中
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
積
極
的
に

考
え
行
動
で
き
る
職
員
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
市
で
は
、
今
の
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た

か
。

江
口
市
長

市
長
就
任
以
来
、
豊
か
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
弱
者
の
目
線

に
た
っ
た
医
療
・
福
祉
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
、
教
育
の
充
実
、
社
会
基
盤
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。副
市
長
、

教
育
長
は
、こ
の
あ
た
り
を
ど
う
感
じ
て

い
ま
す
か
。

山
　
副
市
長

私
が
感
じ
た
こ
と
は
、
多
く

の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
無
駄
を
省
き
、
江
口
市
長
が

掲
げ
た
政
策
を
着
実
に
進
め
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る

と
、
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化
、
出

産
奨
励
祝
金
の
拡
充
、
子
育
て
プ
レ
イ
ル

ー
ム
の
拡
充
、
障
害
児
者
対
策
の
拡
充
、

新
病
院
の
新
築
移
転
、
上
野
原
駅
前
整
備

や
四
方
津
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
取
り
組

み
、
新
消
防
庁
舎
の
建
設
の
取
り
組
み
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
変
化
は
少
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
着
実
に
そ
の
成
果

は
上
が
り
始
め
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

酒
井
教
育
長

一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
が
あ
り
ま
す
。
　
　

昭
和
55
年
以
前
の
建
物
で
、
強
度
0.7
未

満
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
22
年
度
に
上
野
原
小
学
校
旧
校
舎
の
耐

震
化
工
事
を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
安
全

対
策
を
図
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
多
く
の
新
し
い
事
業
を
行
い
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
見

え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

江
口
市
長

先
ほ
ど
副
市
長
と
教
育
長
か
ら

話
が
あ
っ
た
と
お
り
、
多
く
の
政
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら

見
え
て
く
る
課
題
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
人
口
減
少
や
社
会
基
盤
整

備
の
遅
れ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ
た

り
を
副
市
長
、
教
育
長
は
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

山
　
副
市
長

人
が
定
住
す
る
た
め
の
絶
対

条
件
で
あ
る
「
水
道
」と「
拠
り
所
の
整
備
」

レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
る
と
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
市
民
・
観
光
客
を
待

ち
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
ロ
ー
タ
リ
ー
か

ら
街
路
樹
に
彩
ら
れ
た
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
が
桂
川
の
水
辺
の
公
園
に
向
か
っ
て
延

び
、
そ
の
左
右
に
は
商
店
街
が
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。
ま
た
、そ
の
周
辺
に
は
、

住
宅
、
公
共
施
設
な
ど
が
立
ち
並
び
、
市

の
新
た
な
顔
と
し
て
、
上
野
原
の
発
展
を

予
感
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
談
合
坂
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
西
部
地
区
に
は
、
子
ど
も
公

園
や
里
山
公
園
、
野
菜
や
果
物
の
6
次
産

業
化
さ
れ
た
工
場
群
が
市
内
外
の
お
客
さ

ん
で
賑
わ
い
ま
す
。
こ
う
の
よ
う
な
夢
を

描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
が
描
く
20
年
後
、
30
年

後
の「
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
上
野
原
」に
な

る
よ
う
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

嫁
い
で
来
て
、
子
を
産
み
、
命

懸
け
で
育
み
、
一
息
つ
く
間
も

な
く
親
を
看
る
な
ど
、
身
を
粉

に
し
て
必
死
に
生
活
を
支
え
て

い
る
お
母
さ
ん
方
の
た
め
に
も
、

「
水
道
」と「
拠
り
所
」の
生
活
基
盤

の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
こ
そ

が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
近
道
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
、
真
に
必
要
な
も
の
の
選
択

と
集
中
、
そ
し
て
計
画
的
な
社

会
基
盤
の
整
備
を
行
い
、
次
代
を
担
う
方

に
つ
け
を
残
さ
ず
、
今
を
生
き
る
先
人
と

し
て
、
良
き
社
会
資
源
を
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

酒
井
教
育
長

市
の
出
生
数
を
調
べ
て
み
る

と
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

市
と
し
て
は
、
多
様
化
す
る
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
の
現
状
に
あ
っ
た
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
構
築
に
向
け
、
関
係
部
署
と
協
議

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
「
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
上
野
原
」
の
実
現

に
向
け
て
、
江
口
市
長
が
描
く
夢
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

江
口
市
長

上
野
原
駅
に
降
り
立
っ
て
眺
め

る
と
与
謝
野
晶
子
に
ゆ
か
り
の
あ
る
依
水

荘
を
遠
く
望
む
桂
川
の
風
景
、
そ
し
て
エ

■
今
回
、『
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
上
野
原
』

を
テ
ー
マ
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
が
、
江

口
市
長
が
描
く
20
年
後
、
30
年
後
の
上
野

原
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

江
口
市
長

美
し
い
山
河
に
恵
ま
れ
、
文
化

の
香
り
高
い
自
然
豊
か
な
田
園
都
市
と
、

東
京
圏
の
衛
星
都
市
と
し
て
の
二
面
性
を

持
ち
合
わ
せ
た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
野
原
市
の
自
然
と
文
化
、
歴

史
の
あ
る
ま
ち
に
多
く
の
訪
問
客
が
訪
れ

賑
わ
い
の
あ
る
市
に
変
化
し
て
い
る
。
そ

▲市長室で行われた鼎談（ていだん）の様子

《新年特別企画》三役新春鼎談

山 範 夫 江 英雄口 酒井信俊
副市長 市　長 教育長

て
い
　
だ
ん

▲20年、30年後の上野原について夢を語る

江口市長
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

所
得
税
・
市
民
税
・
県
民
税
も
申
告

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
は
、
個
人
が

1
年
間（
平
成
24
年
中
）に
得
た
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

3
月
15
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
以
外
で
下
表

①
〜
④
に
該
当
す
る
方
は
必
ず
申
告
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

申
告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を
し
た
場

合
は
、
加
算
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当
す
る
方

で
申
告
が
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
、
高
額
療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯

の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
告
は
お
早
め
に

期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混
雑

し
て
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は

税
務
課

課
税
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
3
）

・
所
得
税
・
消
費
税
に
つ
い
て
は

大
月
税

務
署（
蕁
22
︱

3
1
5
1
）

対 象 者

①事業所得、不動産所得、譲渡所得、2か
所以上から受ける給与、給与の他に20
万円を超える所得がある方、および給
与収入が2,000万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者
で源泉徴収された税金が過納の方
（還付の確定申告）

③収入があったが、上記①、②の所得税
申告者にも、下記⑤にも該当しない方
（確定申告をする方は必要ありません）。

④収入がなく、だれの扶養にもなってい
ない方（扶養者が上野原市以外にお住
まいの方は、申告してください）。

収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・地震保険・旧長期損害保険の支
払証明書、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の支払額のわかるもの、国民
年金保険料等の支払いをした旨を証明する書類、印鑑および本人の口座がわかるものなど。
※平成24年中の転入者で給与所得のある方や20歳以上の学生などに申告書が届く場合もあり

ますが、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市民税・県民税の申告書の裏面に勤
務先や学校名（学年）等を記入して提出してください。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。
大月税務署【http://www.nta.go.jp/tokyo/guide/zeimusho/yamanashi/otsuki/index.htm】
国税庁【http://www.nta.go.jp】

申告のしかた
申告用紙が税務署から郵送された方、および

郵送されていないが左記の①または②に該当す
る方は、2月15日から3月15日までの間に大月税
務署で申告してください（②の還付申告は、2月
15日以前でも構いません）。なお、営業などの青
色申告を除く所得税の申告（確定申告）について
は、市民税・県民税の申告会場でも受け付けま
すので、ご利用ください。

前年度の申告の状況により、該当すると思わ
れる方に申告用紙を郵送しますが、市役所税務
課にも用意してありますので、左記の対象区分
に該当する方は、次ページに記載してある申告
会場で、3月15日までに申告してください。

区 分

確 定 申 告 が
必 要 な 人

市民税・県民税
（国民健康保険
税 ・ 介 護 保 険
料・後期高齢者
医療保険料）の
申告が必要な人
申 告 の 必 要 が
な い 人

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されている
方（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありません。

申 告 に 持 参
す る も の

そ の 他

受付日

2/15
（金）

2/18
（月）

2/19
（火）

2/20
（水）
2/21

（木）

2/22
（金）

2/25
（月）
2/26

（火）
2/27

（水）
2/28

（木）

該 当 地 域
奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、
八米、山風呂、向風

新一、新二

本一、本二、本三

原、田町、新田倉、
鶴川、大曽根、小倉、
大倉、大曽根陽光台、
上野山、日野、大椚
羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

仲山・大椚、八ツ沢、松留

他の会場で申告できな
かった方（大目、甲東、
巌、大鶴）
他の会場で申告できな
かった方（島田、棡原、
西原、秋山）
他の会場で申告できな
かった方（上野原）
他の会場で申告できな
かった方（全地区)
他の会場で申告できな
かった方（全地区)

受付日

3/1
（金）

3/4
（月）
3/5

（火）

3/6
（水）

3/7
（木）

3/8
（金）

3/11
（月）

3/12
（火）

3/13
（水）
3/14

（木）
3/15

（金）

受 付 時 間

9:30〜11:30

1:00〜 4:00

9:30〜11:30

1:00〜 4:00

9:30〜11:30

1:00〜 4:00

9:30〜11:30
1:00〜 4:00
9:30〜11:30
1:00〜 4:00

9:30〜11:30

1:00〜 4:00

9:30〜11:30
1:00〜 4:00
9:30〜11:30
1:00〜 4:00
9:30〜11:30
1:00〜 4:00
9:30〜11:30
1:00〜 4:00

申 告 会 場

西 原 出 張 所

ふ る さ と
長 寿 館

甲 東 出 張 所

島田コミュニ
ティセンター
島田コミュニ
ティセンター

大 目 出 張 所

コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
牧 野
つ ど い の 家
秋 山 公 民 館
講　　 堂

該 当 地 域
初戸、腰掛、田和・上平、
藤尾、中群、扁盃、川通

飯尾、下城、郷原、原

沢渡、大垣外、小伏、
井戸
尾続、用竹、椿、猪丸、
日原
芦垣、和見、瀬渕、東区
西区、棚頭、荻野、
野田尻
上新田、中新田
下新田
西区、駒門
東区、南区、田野入
日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋
犬目、恋塚、談合坂、
新田、谷後、日留野、
大田、大沢、矢坪
コモアしおつ1丁目
コモアしおつ2丁目
コモアしおつ3丁目
コモアしおつ4丁目
奥平、川合、千足、仲居
牧野、当月、久保、杖突・栃穴

秋山地区

受 付 時 間

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00
9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00

9:00〜11:30
1:00〜 4:00
9:00〜11:30
1:00〜 4:00
9:00〜11:30
1:00〜 4:00

申 告 会 場

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室
市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室

市 役 所 1階
展 示 室
市 役 所 1階
展 示 室
市 役 所 1階
展 示 室

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。
※会場の混雑を避けるため、収入・必要経費の明細および医療費の領収書等は、
あらかじめ計算し、整理しておいてください。

※今年は、巌出張所が牧野つどいの家に変更となっています。

『確定申告書作成相談会』
●日　時　1月29日（火）

午前10時〜正午、午後1時〜4時
●場　所　もみじホール2階会議室2

『税理士会が行う無料申告相談会』
●日　時　2月7日（木）、2月8日（金）

午前10時〜正午、午後1時〜3時
●場　所　もみじホール2階会議室2

所得税・市民税・
県民税申告のお知らせ

みなさん、申告は、早めに行いましょう！！

《税に関する相談会のお知らせ》

《市民税・県民税申告受付（相談）開場日程表》

「確定申告書等作成コーナー」から
e-Taxへ簡単申告！！

①国税庁ホームページから電子申告

②最高3,000円の税額控除

③添付書類の提出省略

④還付金がスピーディー

⑤24時間いつでも利用可能

「確定申告書等作成コーナー」は、国税庁ホームページ
【http://www.nta.go.jp】からお入りください。

《対象者および申告の方法》
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第
8
回

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

市
で
は
、
平
成
25
年
度
の
市
立
へ
き
地
保

育
所（
甲
東
・
棡
原
）の
入
所
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

1
月
15
日（
火
）〜
25
日（
金
）（
土
・
日
・

を
除
く
）

●
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

平
成
25
年
度

市
立
へ
き
地
保
育
所
入
所
案
内

●
受
付
場
所

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
、
各
へ
き
地
保

育
所

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
書
の
配
布

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
、
各
へ
き
地
保

育
所
で
1
月
7
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま

す
。

●
入
所
年
齢

満
3
歳
〜
小
学
校
入
学
前

※
年
度
途
中
の
入
所
の
場
合
は
、
3
歳
に
達

し
た
翌
月
か
ら
入
所
で
き
ま
す
。

●
入
所
基
準

該
当
す
る
保
育
所
の
区
域
内
（
大
目
・
甲

東
・
棡
原
・
西
原
地
区
）
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
。

※
大
目
地
区
は
甲
東
保
育
所
に
、
西
原
地
区

は
棡
原
保
育
所
に
入
所
と
な
り
ま
す
。

●
保
育
時
間

《
平
日
》
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

《
土
曜
日
》
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
●
保
育
料

月
額
1
万
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
1
62
︱

3
1
1
5
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
委
員
を

中
心
に
上
野
原
市
第
1
次
社
会
教
育
計
画

（
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

上
野
原
市
第
１
次

社
会
教
育
計
画（
案
）

こ
の
た
び
、
こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見
の
募
集
）を
行
い
ま
す
。

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

社
会
教
育
計
画
は
、
社
会
教
育
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
指
標
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
市
の
課
題
や
問
題
点
、
重
点
を
置
く

べ
き
項
目
な
ど
を
洗
い
出
し
、
具
体
性
を
も

っ
て
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
。

こ
の
計
画（
案
）は
、
期
間
を
平
成
25
年
度

か
ら
3
年
間
と
し
て
、
今
後
の
上
野
原
市
の

基
本
計
画
と
な
る
社
会
教
育
計
画
を
、
こ
こ

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

1
月
4
日（
金
）〜
2
月
1
日（
金
）

※
計
画（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

教
育
学
習
課
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出

用
紙
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
直
接
持
参
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

《
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
の
場
合
》

〒
4
0
9
︱

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野

原
3
8
3
2
番
地
　
上
野
原
市
教
育
委
員

会
教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

蕭
63
︱

4
7
7
2

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shakaikyoiku@
city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担

当
（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

パブリック・コメントを
実施します
上野原市第1次社会教育計画（案）

第28回
国民文化祭・
やまなし2013
じょいそーらんフェスティバル
長寿食文化の祭典

1
月
12
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
3
0
3

日
間
、
山
梨
県
で
『
文
化
の
風
と
あ
そ
ぶ
〜

み
つ
め
る
・
こ
え
る
・
つ
な
げ
る
』
を
テ
ー

マ
に
、『
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
民
文
化
祭
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
第
28
回
国
民
文
化
祭
・

や
ま
な
し
2
0
1
3

国
民
文
化
祭
は
、
冬
・
春
・
夏
・
秋
の
ス

テ
ー
ジ
に
分
か
れ
、
1
年
を
通
じ
て
県
内
各

市
町
村
で
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
に

親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
集
ま
り
、
発

表
、
競
演
、
交
流
す
る
日
本
最
大
級
の
文
化

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市
で
は
、
市
内
を
拠
点
と
す
る
じ
ょ
い
そ

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

ー
ら
ん
グ
ル
ー
プ
や
市
内
の
特
別
チ
ー
ム
、

ま
た
、
各
地
の
よ
さ
こ
い
愛
好
家
が
集
い
、

競
演
す
る
『
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
と
、
食
べ
る
、
見
る
、
触
れ
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
健
康
長
寿
食
の
講
演
会
、
長

寿
食
・
郷
土
食
の
出
店
販
売
、
市
内
保
存
会

の
み
な
さ
ん
な
ど
に
よ
る
郷
土
芸
能
の
披
露

や
舞
台
発
表
、
食
文
化
に
触
れ
る
コ
ー
ス
で

の
フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
の『
長
寿
食
文
化
の
祭

典
』を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

《
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

●
開
催
日

4
月
14
日（
日
）、
10
月
27
日（
日
）

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
市

役
所
東
側
市
道

※
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
1
月
は
、

8
日（
火
）・
14
日（
月
）、
22
日（
火
）、
29

日（
火
）、
午
後
7
時
30
分
か
ら
、
も
み
じ

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

《
長
寿
食
文
化
の
祭
典
》

●
開
催
日

11
月
9
日（
土
）〜
10
日（
日
）

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
国
民
文
化
祭

担
当（
1
62
︱

3
4
0
9
）

市
で
は
、
第
8
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

1
月
20
日（
日
）午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

予
備
日
27
日（
日
）

※
市
内
小
学
男
子
・
女
子
の
部
は
午
前
11
時

ス
タ
ー
ト

●
競
技
部
門

①
市
内
小
学
男
子
の
部
、
②
市
内
小
学
女
子

の
部
、
③
一
般
の
部
、
④
市
内
体
協
の
部
、

⑤
市
内
職
場
の
部
、
⑥
市
内
壮
年
の
部
、
⑦

中
学
男
子
の
部
、
⑧
中
学
女
子
の
部

●
コ
ー
ス（
各
中
継
所
通
過
予
想
時
間
）

・
競
技
部
門
①
・
②
＝
桂
川
河
川
敷
周
回
コ

ー
ス
（
鶴
島
側
河
川
公
園
内
）

・
競
技
部
門
③
〜
⑧
＝
牛
倉
神
社
前
〜
旧
大

鶴
小
学
校
前（
午
前
10
時
40
分
ご
ろ
）〜
甲

東
出
張
所
前（
午
前
10
時
50
分
ご
ろ
）〜
矢

坪
橋（
午
前
11
時
ご
ろ
）〜
大
野
貯
水
池

（
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
）〜
旧
へ
そ
ま
ん
前

（
午
前
11
時
25
分
ご
ろ
）〜
上
野
原
市
役
所

玄
関
前（
午
前
11
時
35
分
ご
ろ
）

●
選
手
へ
の
応
援
に
つ
い
て

・
事
故
防
止
と
走
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

沿
道
で
の
応
援
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
交

通
安
全
協
会
お
よ
び
交
通
指
導
員
の
指
示

に
従
い
、
歩
道
等
の
安
全
な
場
所
で
お
願

い
し
ま
す
。

・
伴
走（
走
者
応
援
の
た
め
コ
ー
ス
内
を
車

や
バ
イ
ク
等
で
通
行
す
る
こ
と
）や
車
輌

の
駐
停
車
は
コ
ー
ス
全
線
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
交
通
規
制

当
日
、
次
の
箇
所
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
午
前
10
時
15
分
ご
ろ
〜
10
時
35
分
ご
ろ

（
一
般
・
そ
の
他
の
部
ス
タ
ー
ト
時
）

・
国
道
20
号
新
町
二
丁
目
交
差
点（
ハ
リ
カ

前
）〜
本
町
三
丁
目
交
差
点（
大
和
屋
薬
局

前
）

②
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
〜
10
時
50
分
ご
ろ

（
一
般
・
そ
の
他
の
部
）

・
市
道
八
米
鏡
渡
橋
線
　
鏡
渡
橋
手
前
入
口

〜
市
川
リ
ー
ス
横

③
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
〜
午
後
0
時
30
分
ご

ろ（
一
般
・
そ
の
他
の
部
）

・
国
道
20
号
上
野
原
高
校
入
口

※
大
会
当
日
の
市
役
所
駐
車
場
は
、
大
変
混

雑
し
ま
す
。
来
場
の
際
は
、
乗
り
合
わ
せ

で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局（
教
育
学
習
課
内
蕁
62
︱

3
4
0
9
）
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に
達
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

素
直
に
喜
べ
な
い
成
長
産
業

で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を

空
き
教
室
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
市
が
全
面
的
に
関
与

す
る
と
膨
大
な
お
金
が
か
か

り
ま
す
が
、
民
間
な
ど
は
、

立
地
条
件
や
そ
の
他
の
条
件

が
そ
ろ
え
ば
や
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
地

元
の
野
菜
を
使
っ
て
も
ら
う

と
か
、
清
掃
員
や
介
護
ヘ
ル

パ
ー
の
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
見
舞
い
の
後
に
ふ

る
さ
と
長
寿
館
に
寄
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
も
活
用

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

素
人
判
断
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
も
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

回
答
　
介
護
施
設
は
需
要
が
高

く
、
今
後
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
で
、
当
然
高
く
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
の
と
お
り
地
域
活

性
化
、
地
域
お
こ
し
の
一
つ

の
方
策
に
な
る
と
思
う
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い

で
す
。

9 広報うえのはら　平成25年1月号　　　　　 広報うえのはら　No.95  8

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

1
月
29
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

もしもし　こちら市長室！！　〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

これまでに行われた「市民のみなさんと市
長とのふれ愛トーク」では、多くのご意見や
ご提言をいただいています。

魅力ある上野原市を目指して、みなさんか
らのご提言をお待ちしています。

市
政
懇
談
会

市
で
は
、
7
月
か
ら
8
月
と
10

月
か
ら
11
月
の
2
回
に
分
け
て
、

市
長
や
市
幹
部
が
市
内
10
か
所
を

ま
わ
り
、
地
区
の
課
題
や
問
題
、

市
へ
の
要
望
な
ど
、
市
政
に
関
す

る
意
見
を
伺
う
市
政
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
7
月
27
日（
金
）と
10

月
23
日（
火
）に
棡
原
地
区
と
甲
東

地
区
で
開
催
さ
れ
た
市
政
懇
談
会

の
内
容
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

主
な
内
容
の
一
部

《
棡
原
地
区
》

◆
開
催
日
　
7
月
27
日（
金
）

◆
場
所
　
ふ
る
さ
と
長
寿
館

質
問

地
域
活
性
化
対
策
、
地
域

お
こ
し
の
核
と
な
る
の
は
、
廃
校

舎
と
な
っ
た
小
中
学
校
を
ど
の

よ
う
に
再
利
用
し
て
い
く
か
だ

と
思
い
ま
す
。
棡
原
の
小
中
学
校

の
跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
　
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
そ
の
学
校
、

建
物
の
状
態
が
問
題
と
な
り
ま

す
。
市
で
は
、
耐
震
性
そ
の
他

使
用
上
問
題
が
あ
る
建
物
に
つ

い
て
は
取
り
壊
し
を
基
本
に
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
該
当
し

な
い
建
物
で
使
用
上
耐
え
ら
れ

る
も
の
は
、
地
域
の
希
望
等
を

伺
う
な
か
で
、
よ
い
利
用
方
法

を
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
の
複
合
的
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
介
護
や
リ
ハ

ビ
リ
と
い
っ
た
も
の
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
隣
の
地

区
の
佐
野
川
に
は
、
こ
の
よ
う

な
施
設
が
あ
り
、
す
ぐ
に
定
員

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話

時
間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で

す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
1
62

︱

3
1
1
8
蕭
62
︱

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市政懇談会（棡原地区）の様子

過去に開催されたふれ愛トークの様子

らちこ

しもし
も 市長室市長室！！！！

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№34

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
平
成
25

年
の
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
、

ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
を
は
じ
め

と
し
た
世
界
全
体
の
経
済
は
極
め

て
不
安
定
な
状
態
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
な
か
、
日
本
に
お
い
て
も

円
高
、
経
済
の
不
況
な
ど
の
影
響

で
国
民
生
活
も
深
刻
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
国
民
を

勇
気
づ
け
る
出
来
事
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
の
一
文
字
漢
字

「
金
」
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日

本
選
手
の
大
活
躍
で
多
く
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
お
お
い
に
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山
教
授
の

i
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
に
よ
る
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
も
私
た
ち
を
勇
気
づ

け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の

方
を
勇
気
づ
け
る
出
来
事
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
描
く
夢
の
実
現
に
向
け

て
計
画
を
一
つ
一
つ
の
進
め
て
き

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
、
元
旦
に
あ
り
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
で

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
一
年
の
計
画
を
立
て
、
一
歩
ず

つ
ゆ
っ
く
り
と
希
望
を
持
っ
て
計

画
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
前
に
進

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
日
本
に
と
っ
て

も
良
い
年
と
な
る
よ
う
に
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
末
の
衆
議
院
選
挙

で
政
権
交
代
と
な
り
ま
し
た
。
国

民
の
生
活
が
少
し
で
も
楽
に
な
る

よ
う
に
新
政
権
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

上野原市長 江口英雄

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

《
甲
東
地
区
》

◆
開
催
日
　
10
月
23
日（
火
）

◆
場
所
　
甲
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

質
問

甲
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
公
園
に
し
て
、
そ
こ
に
芝

生
を
植
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

や
、
老
人
会
の
甲
東
絆
会
で
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
甲
東
だ
け
で
な
く
、

上
野
原
全
体
の
子
ど
も
た
ち
に

遊
び
に
き
て
い
た
だ
き
有
効
活

用
で
き
れ
ば
、
甲
東
地
区
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

芝
生
化
に
は
、客
土
が
必
要
で
、

購
入
す
る
と
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
市
の
財
政
が
厳
し

い
の
は
承
知
し
て
い
る
の
で
、

芝
生
を
植
え
る
と
き
は
、
甲
東

地
区
の
老
人
会
が
協
力
し
て
植

え
れ
ば
大
幅
に
費
用
を
削
減
で

き
芝
生
を
植
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
す
べ
て
市
役

所
で
や
っ
て
く
れ
と
い
う
わ
け

で
な
く
、
地
域
の
力
を
結
集
し

て
甲
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
芝
生
化
を
実
現
し
た
い
と
思

う
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
、
市
の
お

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

回
答

市
内
の
小
中
学
校
等
の
跡

地
利
用
は
と
て
も
大
事
な
問
題

で
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

先
が
け
て
旧
甲
東
小
学
校
は
、

地
元
の
理
解
を
い
た
だ
く
な
か

で
、
校
舎
、
プ
ー
ル
、
体
育
館

を
取
り
壊
す
と
と
も
に
、
区
長

会
長
を
中
心
に
跡
地
利
用
の
話

を
事
前
に
提
案
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
芝
生
は
植
え

た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の

管
理
も
あ
る
の
で
、
区
長
会
長

を
中
心
に
地
元
の
み
な
さ
ん
と

話
な
が
ら
前
向
き
に
考
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市政懇談会（甲東地区）の様子

※3案出してみました。

Ｈｏｔｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜
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3〜4か月児

9〜10か月児

1歳6か月児
3 歳 児
2 歳 児
健 診
幼 児
歯 科 検 診

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 1月15日（火）、2月19日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（162-5121）
◎受付時間 午後1時〜5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児健診（1/4〜2/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9時〜11時
※1月24日（木）は実施しません。

◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる方　
40・45・50・55・60・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳 以 上 74歳 以 下 の 国 民 健 康 保 険

加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健  診 料 自己負担金・14,200円（昼食代含む、
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円、乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 1月7日（月）、2月8日（金）

予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に

対し子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。
「がん検診クーポン券」の有効期限は、3月31日（日）

までとなっています。
まだ、受診されていない方で対象となる方は、乳が

ん検診と子宮がん検診が委託医療機関、大腸がん検診
は、1月23日（水）、2月19日（火）、3月14日（木）の指
定日検診で受診することができます。いずれも費用は、
無料ですので、ご利用ください。
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保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

申込み・問い合わせ
0554−62−5121

0120−28−5592

042−644−3721

055−263−7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）

仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり

子育てプレイルーム
●対　象　就学前のお子さんとその保護者
●内　容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交

換の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みく

ださい。
●日　時 1月9日（水）、16（水）、23日（水）、30日（水）、

2月6日（水）午前9時 〜 正午
●場　所 もみじホール

2階会議室2
●問い合わせ

福祉課子育て支援担当
（蕁62-3115）

 6  
問い合わせ 
 
 

 

 
保健担当 
電話 62-4134 
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うえのはらうえのはら
健康家族健康家族

子育て情報館 伝言板

保健師からのメッセージ
★精密検査　（№7）

先月の広報うえのはら12月号「保健師からのメッセージ」では、平成22年度特
定検診の受診の有無と平成23年度国民健康保険の医療費の関係などについてお伝
えしました。今月号は、精密検査についてお伝えします。

「検診を受けた後どうしていますか？」

みなさんは、市の集団検診や職場検診を受診したり、
かかりつけ医で定期的に受診したりして健康状態の確
認をしていると思います。

検診は、受けたら終わりではなく、受けた後どうす
るかが大切です。精密検査や治療の必要がある方は、
必ず医療機関で受診してください。

さて、上野原市で実施した平成23年度のがん検診に
おいて、精密検査が必要となった方の精密検査受診率
を見ると、子宮がんと肺がんは、それぞれ93.8％、
91.7％と高く、他のがんは、肝臓がん78％、胃ガン79.5％、
大腸がん62.7％、前立腺がん65.6％と低い状況でした。

がん検診で精密検査が必要という結果は、がんの疑
いを含めて異常がある可能性があるということなので、

より詳しい検査を行う必要があります。もし、がんだ
った場合、初期の段階で発見し、適切な治療を行うこ
とが出来れば非常に高い確率で治癒します。

精密検査が必要とされているにもかかわらず、受診
をしないでいたのでは、検診を受けた意味がなくなっ
てしまいます。症状がないから受診の必要がないと自
己判断せずに、精密検査を受けましょう。

また、定期受診されている方や検診後に医療機関を
受診された方は、今後の検診の受け方について主治医
に相談しましょう。定期的に検診を受けることで、身
体の異常を初期の段階で見つけ早期治療につなげてい
くことが大切です。

●申込み・問い合わせ
長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

はたちの献血キャンペーン
風邪が流行する冬季は、献血者が減

少するため、1月から2月末まで「はたちの献血キャンペ
ーン」を実施し、知識の啓蒙と献血活動への協力を呼び
かけています。リニューアルオープンした甲府献血ルー
ムでは、12月31日（月）と1月1日（火）の休館日を除き、
午前10時から午後5時（成分献血は、午後4時）まで受付
を行っています。また、献血バスが県内各地を訪れて、
献血を実施します。

尊い生命を救うために、善意の協力をお願いします。
※献血バスの実施日は、山梨県赤十字血液センターおよ

び富士・東部保健福祉事務所のホームページで確認し
てください。

●問い合わせ 富士・東部保健福祉事務所福祉課 〒403
-0005 富士吉田市上吉田1-2-5（蕁0555-24-9042）

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

午前
午後
午前
午後

実施日
1月15日（火）
2月  1日（金）
1月15日（火）
2月  1日（金）
2月  6日（水）
2月  4日（月）
1月24日
（木）

1月24日
（木）

該当児
平成24年9月1日〜9月15日生
平成24年9月16日〜10月15日生
平成24年3月1日〜3月31日生
平成24年4月1日〜4月15日生
平成23年6月11日〜7月25日生
平成21年11月1日〜12月31日生
平成22年10月1日〜11月15日生
平成22年11月16日〜12月27日生
平成23年6月11日〜9月15日生
平成21年11月1日

〜平成22年2月28日生

Ｈealthy Life
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13 広報うえのはら　平成25年1月号　　　　　

今月のメッセージ：1月26日は『第59回文化財防火デー』です。

広報うえのはら　No.95  12

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

上
野
原
市
平
成
25
・
26
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
提

出
の
お
知
ら
せ

平
成
25
・
26
年
度
に
上
野
原
市

で
行
う
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
書
の
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

資
格
審
査
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《
対
象
業
種
》

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
③
物
品
製
造
等（
物
品
の
製
造
・

販
売
、
役
務
の
提
供
等
）

各
種
と
も
に
上
野
原
市
指
定
様

式（
統
一
様
式
ま
た
は
同
内
容
の

任
意
様
式
も
可
）と
し
ま
す
。

申
請
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
要
領
は
、

本
庁
・
秋
山
支
所
・
各
出
張
所
に

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

《
受
付
期
間
》

平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）〜
31

日（
木
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

《
受
付
方
法
》
総
務
課
管
財
担
当

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担

当
（
1
62
︱

3
1
1
7
）

固
定
資
産
税（
家
屋
）の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
適
正
な
課
税
を
行
う

た
め
、
所
有
し
て
い
る
家
屋
を
取

り
壊
し
た
方
、
あ
る
い
は
、
登
記

が
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者

名
義
を
変
更
（
売
買
、
相
続
、
贈

与
な
ど
）し
た
方
に
税
務
課
へ
届
け

出
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
の
場
合
は
届
け
出
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
登
記
し
て
あ
る
家
屋

滅
失
登
記
・
所
有
権
移
転
登
記

を
す
る
と
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
そ
の
内
容
を
登
記
所
が

市
へ
通
知
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当
（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
忘
れ
ず
に

上
野
原
市
内
で
各
種
事
業
に
用

い
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
地
方
税
法
第
383
条
の
規
定
に

よ
り
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
資

産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
毎
年
申
告
し
て
い
る
事
業
者

市
か
ら
申
告
書
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
事
業
者
・
今
ま
で
申
告

を
し
て
い
な
い
が
対
象
の
資
産

を
取
得
し
た
事
業
者

申
告
書
は
、
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
申
告
書
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限

1
月
31
日（
木
）

●
提
出
先

税
務
課
課
税
担
当

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
受
付
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
1
月

21
日（
月
）ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

《
償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ
》

Ｑ
償
却
資
産
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
で
す
。

※
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
除
く

Ｑ
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

は
何
で
す
か
？

Ａ
1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個

人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

Ｑ
免
税
点
は
い
く
ら
で
す
か
？

Ａ
課
税
標
準
額
が
150
万
円
未
満
の

場
合
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

上
野
原
吹
奏
楽
団

第
20
回
定
期
演
奏
会
開
催

●
日
時

2
月
3
日（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分
　

開
演
　
午
後
2
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
曲
名

風
紋
、
千
と
千
尋
の
神

隠
し
メ
ド
レ
ー
　
ほ
か

●
後
援

上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
上
野
原
市
文
化
協
会
、
山

梨
県
吹
奏
楽
連
盟

※
小
さ
な
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
ご
入
場

い
た
だ
け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

演
奏
会
で
す
。
ご
来
場
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ワ
チ
Ｐ
Ｃ
プ
ラ

ニ
ン
グ（
蕁
62
│

5
6
9
2
）

冬
の
「
省
エ
ネ
」
の
ご
案
内

今
年
の
冬
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
る
節
電
効
果
な
ど
に
よ

り
、
電
気
の
安
定
的
な
供
給
が
で

き
る
見
通
し
で
す
が
、
引
き
続
き
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
「
節
電
」
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
児
童

●
支
給
額（
月
額
）

1
万
4
2
8
0
円

●
支
給
制
限

支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
等
の
給

付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
ま
た

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
が
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

方
●
支
給
額（
月
額
）

2
万
6
2
6
0
円

●
支
給
制
限

施
設
等
に
入
所
し

た
場
合
や
3
か
月
以
上
入
院
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
制
限

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

次
の
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
現

在
受
給
資
格
の
認
定
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
以
上
で
永
続
す
る
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
等

●
支
給
額（
月
額
）

・
1
級
　
5
万
4
0
0
円

・
2
級
　
3
万
3
5
7
0
円

●
支
給
制
限

施
設（
通
園
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
た
場
合
や

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

●
支
給
対
象
者

身
体
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
永
続
す
る
障
害
が

に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
5
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

県
で
は
、
平
成
25
年
4
月
に
小

中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
を
お

持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
入
進

学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。
平
成

25
年
1
月
1
日
現
在
で
次
の
要
件

の
す
べ
て
を
満
た
す
方
が
対
象
で

す
。

《
受
給
資
格
》

・
山
梨
県
内
に
在
住
し
て
い
る
こ

と
・
平
成
25
年
4
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
を
監
護
し
、

生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
で
あ
る
こ
と

・
平
成
24
年
度
（
平
成
23
年
収
入

分
）の
所
得
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
る
こ
と

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い

こ
と

《
支
給
額
》

・
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

《
提
出
書
類
》

・
市
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
と

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

で
配
布

《
提
出
期
限
》

・
平
成
25
年
1
月
31
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富

士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福

祉
課
児
童
生
保
担
当（
蕁
0
5

5
5
│

24
│

9
0
4
2
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

重
度
の
心
身
障
害
を
も
つ
方
の
医

療
費
の
一
部
（
入
院
時
食
事
療
養

費
標
準
負
担
額
を
除
く
）
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
2
級
の
所
持
者

・
国
民
年
金
法
1
級
・
2
級
と
同

等
程
度
（
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
・
2
級
の
対
象
児
童
を
含

む
）の
障
害
の
あ
る
方

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
5
）

電話番号

（ 6 2 ）3 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 7
（ 6 2 ）3 1 1 8
（ 5 6 ）2 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 3
（ 6 2 ）3 1 1 2
（ 6 2 ）3 1 1 4
（ 6 2 ）3 1 1 5
（ 6 2 ）4 1 3 3
（ 6 2 ）3 1 1 9
（ 6 2 ）3 1 2 3
（ 6 2 ）3 1 9 1
（ 6 2 ）3 1 1 6
（ 6 2 ）3 3 4 4
（ 6 2 ）3 4 0 9
（ 6 2 ）3 4 0 8
（ 6 2 ）4 1 3 4
（ 6 2 ）3 1 2 8
（ 6 2 ）4 1 1 1

部署名

市役所（代表）
総 務 課
企 画 課
秋 山 支 所
税 務 課
市 民 課
生 活 環 境 課
福 祉 課
長 寿 健 康 課
経 済 課
建 設 課
駅周辺整備推進課
会 計 課
議 会 事 務 局
教 育 学 習 課
学校適正配置推進課

保健センター
地域包括支援センター

消 防 本 部

主な問い合わせ先

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

募集中

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、作品、句の解
説等をメールまたは郵送で
お送りください。
締切は毎月10日です。
〒409-0192上野原市上野
原3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp う

え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
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巌出張所移転のお知らせ

市では、旧四方津小学校校舎の取り壊しにとも
ない、巌出張所を次のとおり移転します。

みなさんには、大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
◆移転先 旧巌中学校跡地
◆期間 2月4日（月）〜平成26年3月末（予定）
●問い合わせ　市民課窓口担当（蕁62−3112）

15 広報うえのはら　平成25年1月号　　　　　 広報うえのはら　No.95  14

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）今月のメッセージ：冬季も省エネを心掛けましょう！！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

末
日
ま
で
に「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で「
入
学
通
知

書
」が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平

成
24
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

市
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
㎝
を
超
え
た
場
合
、
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
道
の
路
線
数
が
多
く
、
通
行
量

の
多
い
幹
線
道
路
を
優
先
し
て
除

雪
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
細
部
ま

で
除
雪
が
行
き
届
か
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
も
、
自
宅
周
辺
の
道
路
の
除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
の
排
除
雪
は
車
道
や
歩
道

へ
出
さ
ず
に
宅
内
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
車
道
除
雪
を
す
る
際
に
支
障
を

き
た
す
た
め
、
路
上
駐
車
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当（
蕁
62
︱

3
1
2
3
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
・
サ
ル
）の
管
理
捕
獲

を
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
1
年
を
通
じ
て
実
施

し
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1

9
）

平
成
25
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
団
で
は
、
年
の

初
め
に
、
火
災
や
災
害
の
な
い
一

年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
信
頼

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
そ
の
成
果
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

1
月
6
日（
日
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

上
野
原
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
荒
天
時
は
上
野
原
中
学

校
体
育
館
）

●
内
容

消
防
活
動
尽
力
者
に
対

す
る
各
種
表
彰
と
西
原
、秋
山
分

団
の
ポ
ン
プ
車
操
法
等
の
実
演
な

ど
●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶

務
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場

・
2
月
17
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請
　
1
月
7
日（
月
）〜

15
日（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

・
電
子
申
請
　
1
月
4
日（
金
）〜

12
日（
土
）

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp

●
願
書
受
付
場
所
（
財
）消
防
試

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

（
郵
送
可
）（
〒
4
0
0
│

0
0

2
6
甲
府
市
塩
部
2
︱

2
︱

15
））

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
主
催
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
︱

4
1
1
1
）

市
外
通
院
の
人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

で
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
を
送

付
し
て
あ
り
ま
す
が
、
通
知
が
届

か
な
い
等
の
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

1
月
26
日
は
第
59
回
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す

昭
和
25
年
1
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
の
金
堂（
奈
良
県
斑
鳩

町
）が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

ま
し
た
。
昭
和
30
年
、
当
時
の
文

化
財
保
護
委
員
会（
現
在
の
文
化

庁
）と
国
家
消
防
本
部（
現
在
の
消

防
庁
）が
、
1
年
の
う
ち
で
最
も

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
が
1

月
、2
月
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

1
月
26
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と

定
め
ま
し
た
。

市
で
も
、
こ
の
文
化
財
防
火
デ

ー
に
合
わ
せ
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
文
化
財
保
護
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
た
め
に
広
報
活
動
や
調

査
お
よ
び
防
火
・
防
災
訓
練
等
を

実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
︱

4
1
1
1
）、

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正

の
お
知
ら
せ

4
月
1
日
か
ら
年
金
支
給
開
始
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
に
合
わ

せ
、
事
業
所
は
希
望
者
全
員
を
65
歳

ま
で
雇
用
す
る
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
が
原
則
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
月
（
蕁
22
︱

8
6
0
9
）

奨
学
資
金
の
貸
付
の

お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
4
月
か

ら
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
に

修
学
す
る
方
で
、
次
の
条
件
を
満

た
す
方
を
対
象
に
奨
学
資
金
の
貸

付
け
を
行
い
ま
す
。

《
貸
付
条
件
》

①
成
績
優
秀
で
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
方

②
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
で
1

年
以
上
継
続
し
て
市
内
に
住
所

が
あ
る
保
護
者
と
引
き
続
き
1

年
以
上
生
計
を
一
つ
に
し
て
い

る
方

③
他
の
奨
学
を
目
的
と
す
る
団
体

か
ら
学
資
の
支
給
ま
た
は
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
方

《
募
集
人
員
》

・
高
校
等
　
2
名

・
専
門
学
校
、
大
学
等
　
4
名

《
貸
付
上
限
額
》

・
高
校
生
72
万
円
以
内

・
専
門
学
校
生
・
大
学
生
等
100
万

円
以
内

※
無
利
息
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。

《
償
還
期
間
》
10
年
間

※
奨
学
生
の
選
考
は
、
選
考
審
議

会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《
募
集
期
間
》
1
月
15
日（
火
）〜

25
日（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
期
間
終
了
後
の
受
付
は
出
来
ま

せ
ん
。
必
ず
期
間
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
の

お
知
ら
せ

自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン

で
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
9
時
ま
で
の
間
、
登
記
事
項

証
明
書
の
送
付
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.touki-

kyoutaku-net.m
oj.go.jp/

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局
登
記
部
門
（
蕁
0
5
5
│

2

5
2
│

7
1
8
6
）

『
親
子
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
』

参
加
者
募
集

●
日
時

2
月
2
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

●
場
所

山
梨
県
立
ゆ
ず
り
は
ら

青
少
年
自
然
の
里

●
対
象

小
学
生
を
含
む
家
族

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
自

然
の
里
担
当（
蕁
67
│

2
3
3
3
）

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金
の

お
知
ら
せ

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐
え
た

高
田
松
原
の
一
本
松
を
保
存
整
備

す
る
た
め
、
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
口
座
）

0
2
2
9
0
│

9
│

1
2
7
0
1
3

（
名
義
）
奇
跡
の
一
本
松
保
存

募
金

●
問
い
合
わ
せ

岩
手
県
陸
前
高

田
市
都
市
計
画
課
（
蕁
0
1
9

2
│

54
│

2
1
1
1
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

平
成
25
年
度
の
学
生
募
集

●
入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
布

平
成
25
年
1
月
下
旬
か
ら
入
学

案
内
・
募
集
要
項
を
、
市
教
育

委
員
会
や
教
育
事
務
所
な
ど
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。

●
出
願
受
付
日

2
月
1
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
教
育
庁

社
会
教
育
課
（
蕁
0
5
5
│

2

2
3
│

1
7
7
2
）

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
受
付
開
始

山
梨
県
で
は
、
障
害
が
あ
る
方

が
使
用
す
る
自
動
車（
本
人
運
転

お
よ
び
家
族
運
転
）の
燃
料
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

平
成
24
年
度
分
の
自

動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
軽
自

動
車
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度

か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級

が
1
級
ま
た
は
2
級
で
あ
る
こ

と
②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A
で

あ
る
こ
と

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
、第
１
項
症
ま
た

は
第
2
項
症
で
あ
る
こ
と

●
受
付
期
間

1
月
8
日（
火
）

〜
2
月
8
日（
金
）

●
受
付
場
所
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
1
月
8
日（
火
）の
み
、
も
み
じ

ホ
ー
ル
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
福
祉
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）
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今月のメッセージ：自宅周辺の除雪作業にご協力をお願いします。。

広　　告

診療科（所）

内科

神経内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

婦人科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川
小池

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤

小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※2大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前/午後

午後

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・小池

杣津

長坂

松原

中島

上條

水曜日

清水・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

岡本
戸島

館野
石井
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田

瀧山
非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
平良（予約）

中島
長嶺

※1大野（予約）

※3

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　1月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

★婦人科外来を始めています。毎週火曜日の午前と午後の診療となります。
●受付時間は、午前8時から11時30分までです。午後の受診がある場合は、午後2時から4時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

※1　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方
のため、完全予約制外来です。

※2　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに
受付した患者様の診療となります。

※3　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があ

ります（表は12月21日現在の予定です）。

◆診療科インタビュー◆
患者様から、『ペイン外来ってどんな診療科なんです

か？』という質問をよく聞きます。そこで、ペイン外来に
ついて、長嶺教光先生（市立病院非常勤医師）に話を聞き
ました。
《長嶺先生》ペイン外来とは、痛みの総合診療科です。首、

腰、膝、頭痛、生理痛、外傷後の痛み、治りにくい原因不

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

有限
会社 ベストホーム

土地や建物の相続・購入・売却の相談、
建物の建築・リフォーム

不動産の事ならお任せ下さい。
〒409-0112上野原市上野原1001協栄ビル1Ｆ
蕁 0554−63−6101
蕭 0120−42−6101
Ｅmail best-6101@best-home.co.jp
http://www.best-home.co.jp

《相談・査定無料》
《秘密厳守》

宅地建物取引業：山梨県知事（５）1804号
建設業：山梨県知事（般− 22）9525号

Ｂest
home

明の持続する痛みや心の痛みなど何でもご相談ください。

痛みを放置すると気力喪失、睡眠障害など生活の質が　低

下し、ささいな刺激で痛みを感じるようになります。我慢

することはありません。患者様にあった治療方針をたてま

す。最後に敬愛する私の先輩の言葉を贈ります。「例え検

査で何もなくとも患者さんが痛いと言えば痛いんだよ」

I love you everyone

市立病院看護師募集

市立病院では、看護師を募集しています。10月1日に開
院した新しい市立病院で働いてみませんか？

勤務時間や待遇などの詳細について、まずは、気軽にお
問い合せください。
◆募集職種　正看護師・准看護師
●問い合わせ　市立病院総務課（蕁62−5121）

もえぎ寮 常勤スタッフ募集中！！
大月市にある障害者支援施設「もえぎ寮」で看護師1名・
支援員1名を募集しています。お気軽にお電話ください。

（福）山梨県社会福祉事業団　もえぎ寮
〒409-0501　大月市富浜町宮谷1510-3
蕁 0554−23−2707

（月〜金：9：00〜16：00）担当：小林（スタッフ募集）田口（サービス）

日中サービスご利用希望の方 ご相談ください！

空間放射線量等測定値報告

測定場所
大 野 貯 水 池
甲 東 保 育 所
巌 出 張 所
沢 松 幼 稚 園
帝 京 科 学 大 学
コモアしおつ石の公園

大 鶴 出 張 所

測定場所
島 田 小 学 校
少 年 野 球 場
桂 川 球 場
上野原市役所
第 二 保 育 所
上野原小学校
上野原中学校

1ｍ
0.038
0.069
0.041
0.058
0.041
0.034
0.052

1ｍ
0.050
0.043
0.048
0.036
0.058
0.055
0.054

1ｍ
0.052
0.048
0.045
0.072
0.081
0.051
0.045

◆主な市内の空間放射線量測定結果【12月12・13・14日測定】（単位：μＳｖ／ｈ）
※市役所敷地内に放射線量を

測定するモニタリングポス
トを設置しています。測定
結果は、市ホームページで確
認することができますので
ご利用ください。

※空間放射線量を測定する測
定器の貸出を行っています。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の
一環として学生の協力を受けながら行っています。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62−3114）

測定場所
諏 訪 神 社
牛 倉 神 社
棡 原 出 張 所
西 原 保 育 所
西 原 小 学 校
秋 山 保 育 所
秋 山 小 学 校

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

み
な
さ
ん
は
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
救
助
活
動
や
救
急

搬
送
、
救
援
物
資
輸
送
等
を
行
う
な
ど
災
害

救
助
等
の
活
動
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

山
梨
県
で
は
、
平
成
7
年
4
月
に
発
足
し

た
山
梨
県
消
防
防
災
航
空
隊
が
、
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
あ
か
ふ
じ
」
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
あ
か
ふ
じ
」
は
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
と
違
い
機
動
性
、
迅
速
性
と

い
っ
た
特
性
を
活
か
し
、
空
か
ら
の

消
防
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

上
野
原
市
内
で
は
、
坪
山
や
高
柄

山
な
ど
で
発
生
し
た
山
岳
事
故
の
救

助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
火
災
を
想
定
し
た
バ

ケ
ッ
ト
消
火
訓
練
や
秋
山
へ
リ
ポ
ー
ト
で

の
燃
料
給
油
訓
練
な
ど
市
内
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
を
行
い
災
害
出
動
に
備
え
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
の
安

心
安
全
を
守
る
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
あ
か
ふ
じ
」
の
運
行
を
行
う
山
梨
県
消

防
防
災
航
空
隊
に
、
市
消
防
本
部
の
小
林

茂
明
隊
員
を
派
遣
し
て
、
消
防
防
災
航
空

隊
の
運
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

市
消
防
本
部
と
消
防
防
災
航
空
隊
と
の

合
同
訓
練
時
や
災
害
発
生
時
に
突
然
「
あ

か
ふ
じ
」
が
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
や
付

近
に
居
合
わ
せ
た
方
に
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
庶
務
担
当

（
蕁
62
︱

4
1
1
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

空からの
消防防災活動

山梨県消防防災航空隊
派遣隊員　小林茂明

▲新田河川公園で実施したバケット消化訓
練の様子

uenohara01x2_広報うえのはら  12/12/27  16:47  ページ 16



上
野
原
地
区

佐
藤
友
貴
＝
杉
本
萌
由
花

棡
原
地
区

原
直
哉
＝
安
藤
麻
衣
子

大
目
地
区

上
條
り
ゆ
う
子（
友
義
）

甲
東
地
区

溝
呂
木
昭
次（
か
ず
子
）

大
鶴
地
区

市
川
清
人
（
靖
夫
）、

網
野
よ
志
子
（
國
夫
）

巌
地
区

保
坂
正
道
（
弘
）、
木
口

洋
（
幸
以
）、
多
田
光
（
修
）

島
田
地
区

富
田
正
大
（
久
子
）、

大
久
保
國
記
（
久
）、
山
　
芳
子

（
●
治
）

上
野
原
地
区

石
井
清
子
（
義
典
）、

中
島
松
男（
絹
枝
）、油
川
　
生（
雅
洋
）、

飯
島
あ
さ（
正
見
）、芳
野
司（
光
男
）、

伊
津
登
代
●
（
和
江
）、
安
藤
孝
子

（
達
夫
）、
山
下
良
一
（
真
司
）、
清

水
文
夫
（
祥
）、
石
井
小
花
（
武
彦
）、

清
水
つ
る
子
（
文
俊
）、

遠
藤
勝
（
克
典
）、
水
越
三
二
年

（
聖
）、
市
川
要
（
熊
雄
）

棡
原
地
区

石
井
和
夫
（
誠
義
）

西
原
地
区

原
島
富
士
子
（
孝
次
）、

長
田
三
代
（
元
且
）

秋
山
地
区

佐
藤
保
子
（
勝
信
）、

井
上
明
治
（
さ
と
子
）、
平
賀
武
治

（
愛
世
）、加
藤
好
美
（
武
夫
）、
天
野

仁
（
浩
志
）

■ 子 ど も 映 画 会
『雪の女王』

◎日時　1月12日（土）
午前10時〜11時3分

午後2時〜3時3分

■ お は な し 会
『せきとりしりとり』ほか

◎日時　1月19日（土）
午後2時30分〜

◎たんぽぽ会

■ 親 子 文 芸 講 座
『ビーズ教室』

◎日時　1月26日（土）
午後2時〜3時

■リンデンドーム朗読館
『かけす』

川端康成／作　ほか

◎日時　1月20日（日）
午後2時〜

◎上野原朗読の会

19 広報うえのはら　平成25年1月号　　　　　

図書館イベント情報 一

般

書

◇
『
国
を
蹴
っ
た
男
！
』

伊
東
潤
／
著
　
講
談
社

天
下
に
伸
ば
し
た
英
雄
た
ち

の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
念
場
を

迎
え
る
男
た
ち
を
描
く
戦
国
小

説
集
。

◇
『
南
極
風
』

笹
本
稜
平
／
著
　
祥
伝
社

決
死
の
生
還
を
果
た
し
た
森

尾
を
待
っ
て
い
た
思
い
も
か
け

ぬ
殺
人
容
疑
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
ハ
ン
ナ
の
学
校
』

グ
ロ
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ラ
ン
／
作

文
研
出
版

◆
『
あ
っ
ち
の
豚
こ
っ
ち
の
豚
』

佐
野
洋
子
／
作
・
絵
　
小
学
館

絵

本

○
『
な
な
い
ろ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

石
津
ち
ひ
ろ
／
作
　
松
成
真
理

子
／
絵
　
教
育
画
劇

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

Ｔｈｅ Ｆaｃ e oｆ 
Ｕｅｎｏｈａｒａ　 №5

『
気
持
ち
を
く
む
こ
と
』

昭
和
7
年
3
月
生
ま
れ
で
現
在

80
歳
の
網
野
隆
さ
ん
。
上
野
原
郵

便
局
長
を
退
職
し
た
後
、
地
域
に

な
に
か
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
思

い
で
始
め
た
「
朗
読
の
会
」。

朗
読
の
勉
強
を
す
る
た
め
東
京

ま
で
通
っ
た
。
そ
の
時
の
先
生
か

ら
、『
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
と
お
り

読
み
な
さ
い
』
と
教
え
ら
れ
た
。

文
は
、
言
葉
と
い
う
入
れ
物
に
入

っ
て
い
る
思
い
が
重
要
。『
気
持
ち

を
く
む
』
こ
れ
が
朗
読
の
第
一
歩

で
あ
り
、
最
後
の
目
標
で
も
あ
る

と
い
う
。

今
後
は
、
園
児
や
児
童
、
生
徒

に
朗
読
を
広
め
、『
気
持
ち
を
く
む
』

と
い
う
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
、

夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

朗読で地域に恩返し　

網野 隆
あみの　　たかし

さん
〜　朗読を多くの方に　〜

The Face of Uenoharaでは、上野原市で頑
張っている人、輝いている人をご紹介します。
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掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

甲
東
地
区

溝
呂
木
陽
登

は
る
と

（
竜
雄
）

巌
地
区

安
藤
昊
輝

こ

う

き

（
和
晃
）、
小
俣
莉
緒

り

お

（
匠
造
）、
奈
良
夢
花

ゆ
め
か（

和
也
）、
若
狭

優
愛

ゆ

め

（
忠
之
）、
小
島
希
咲
音

き

さ

ね

（
竜
司
）

大
鶴
地
区

石
井
恒
貴

こ
う
き（

貴
博
）

島
田
地
区

羽
鳥
心
優

み
ゆ
う

（
建
寿
）

上
野
原
地
区

石
川
結
愛

ゆ

あ

（
竜
也
）、
久
島
玲
海

れ

み

（
健
）

金
子
祐
斗

ゆ

う

と

（
諭
智
）、
佐
藤
花
音

か

の

ん

（
洋
和
）、
野
伏
大
翔

や

ま

と

（
学
）、
工
藤

美
結

み

ゆ

（
大
）

秋
山
地
区

佐
藤
楓
香

ふ

う

か

（
良
太
）、
原
田
幹
太
郎

か
ん
た
ろ
う

（
鎭
郎
）

島
田
地
区

長
与
大
＝
大
浜
真
由
美

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

出
産
の
素
晴
ら
し
さ
を

夫
と
共
に

私
は
、
二
人
の
子
ど
も
を
助
産

院
で
出
産
し
ま
し
た
。
助
産
院
で

出
産
す
る
こ
と
に
決
め
た
理
由
の

ひ
と
つ
に
夫
と
と
も
に
出
産
を
乗

り
越
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

夫
は
、
一
人
目
の
出
産
の
と
き

た
め
て
あ
っ
た
有
給
休
暇
を
利
用

し
出
産
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

二
人
目
は
、
仕
事
が
忙
し
く
有

給
休
暇
さ
え
も
と
れ
な
い
状
態
で

し
た
が
、
出
勤
前
の
早
い
時
間
に

陣
痛
が
来
て
、
急
遽
休
み
を
取
り

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
夫
の
休
み
を
認
め
て

く
れ
た
会
社
と
上
司
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

出
産
を
経
験
し
た
私
の
知
人
も

そ
う
で
す
が
、
出
産
の
時
の
夫
の

不
在
は
、
あ
ま
り
珍
し
い
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

男
性
の
育
児
休
暇
の
制
度
は
作

ら
れ
た
も
の
の
、
実
際
の
現
場
で

は
、
育
児
休
暇
ど
こ
ろ
か
、
出
産

立
ち
会
い
の
た
め
の
休
暇
を
と
る

こ
と
す
ら
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

出
産
は
、
貴
重
な
体
験
で
す
。

私
自
身
も
身
を
も
っ
て
出
産
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

男
性
の
育
児
休
暇
に
限
ら
ず
、

男
性
の
子
育
て
に
か
か
わ
る
時
間

も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発

表
さ
れ
た
男
女
平
等
度
ラ
ン
キ
ン

グ
に
よ
る
と
、
日
本
は
、
1
0
1

位
、
主
要
8
か
国
の
な
か
で
最
下

位
で
し
た
。

し
か
し
、
私
は
「
男
子
、
厨
房

に
入
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
昨
今

の
若
い
世
代
に
決
し
て
あ
て
は
ま

ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

男
性
の
子
育
て
に
関
す
る
概
念

や
現
状
が
大
き
く
変
わ
る
日
が
来

る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
は
、

私
た
ち
女
性
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。（

推
進
委
員
　
福
井
雪
恵
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース

スマイル
ＮＯ.76

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

上野原地区 海上　俊吏
しゅんり

くん　（5歳11か月）

裕紀
ゆ う き

くん　（3歳1か月）
裕俊さんまり子さんの長男・二男

“元気にすくすく育ってね！”

今月のメッセージ：ノロウイルスなどの感染にご注意ください。 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

巌地区 水越　優祈
ゆ う き

くん　（5歳4か月）

智仁
ともひと

くん　（3歳4か月）
隆生
りゅうせい

くん　（1歳11か月）
智徳さん和美さんの長男・二男・三男

“よっ、マグロ三兄弟！！仲良くやれよ。”

隆 﨑 邦

隆 﨑 邦

隆 﨑 邦

𠮷

隆
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